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課題の整理 
これまでに示した内容を踏まえ，以下のとおり，調布市における現在の交通に関する課題を整理

しました。 
 

 

  

現 状

自
動
車
交
通

• 主要な幹線道路である甲州街道や武蔵境通り，
鶴川街道はほぼ整備済

• 調布駅付近の連続立体交差事業の実現に伴い，
南北方向の道路を中心に道路交通が円滑化

• 一部の道路は依然混雑しており，旧甲州街道で
は休日に渋滞が発生

自
転
車
交
通

• 道路網計画の進捗に合わせて自転車ネットワー
ク路線を整備

• 駐輪環境の整備により，放置自転車は大幅に減
少

• 通行時の自転車利用者のマナー向上が課題

• シェアサイクルの整備が進んでおり，ポート増
設への要望がある

人
口
動
向

• 調布市の人口は微増傾向にあるものの，令和１２（２０３
０）年をピークに減少に転じると予測されている

• 高齢者人口は今後も増加傾向にあり，令和３５（２０５３）
年ごろには人口の３人に１人以上が高齢者になると見込まれ
る

• 大規模な団地のある地区で高齢化率が３０％を超えるなど，
地域によって高齢化が進んでいる

ま
ち
づ
く
り

• 持続可能な都市形成に向けて，よりコンパクトなまちづくり
が求められている

• 居心地が良く歩きたくなるまちなかづくりに向けて，都市空
間の有効活用と官民連携によるウォーカブルな人中心の空間
づくりが，全国各地で取り組まれている

環
境

• 脱炭素社会の実現に向けて，車の使い方などライフスタイル
の変革，まちづくりと連携した公共交通の利用促進，ＩＣＴ
等新たな技術の活用などが求められている

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

• 中心市街地のまちづくりの推進により駅周辺に
新たな都市空間が生まれ，地域のイベントに活
用するなど地域の賑わい創出に寄与

• 東京都市圏パーソントリップ調査（平成３０年
度）では，駅利用者数の増加に伴い，駅周辺の
歩行者交通量が増加

歩
行
空
間

• 旧甲州街道等の一部駅周辺では歩道が狭く，危
険な箇所があるとの指摘がある

• 各地の商店街では，車両通行や店舗利用者の駐
輪により，一部で歩行しにくい状況

新
技
術

• 自動運転や新たなモビリティの導入に向けた実証実験等が，
全国各地で実施されている

• ＭａａＳ等公共交通同士の連携を高めるシステム導入や，観
光等他分野との連携も進められている

移
動
の
状
況

• 東京都市圏パーソントリップ調査（平成３０
年）では東京都市圏全体，特に高齢者のトリッ
プ総数が減少しており，調布市内でも同様の傾
向

• トリップ総数の減少に伴い，バス利用者数も減
少しているが，交通手段別の利用割合としては
増加

社会情勢の見通し

市民や来訪者のニーズ等

【交通環境全般】
• 高齢者・障害者や子ども連れなど誰もが移動しやすい交通環境を
望む声が多い

• 公共交通の利便性向上よりも歩行空間の充実や自転車利用環境の
向上を重要と考える割合が多い

【バス】
• 運行本数，次いで定時性を重要とする意見が多い
• 路線バスの運行仕様に対する不満は低めである
• 上屋・ベンチ等，バス停環境への不満が比較的高い

【自転車】【自動車】
• 自転車の道路での通行のしにくさ，自動車・歩行者・自転車との
錯綜を課題とする声が多い

• 自転車利用者のマナーに対する改善要望が多い
• シェアサイクルの利用経験者は少ないが，利用意向を持つ人は一
定程度存在

【歩行空間】

• 歩道の幅員や歩道での自転車通行について改善を求める声が多い

公
共
交
通

【鉄道】

• 調布駅付近の連続立体交差事業により京王線の
地下化が実現

• コロナ禍で利用者数が減少したが，東西方向の
主要な移動手段となっている

【バス】

• 調布駅・つつじヶ丘駅を中心に路線バスが発着
し，公共交通が利用しにくい地域等ではミニバ
スにより補完

• コロナ禍による利用者減等の影響を受け，一部
の路線バスやミニバスが減便となっている
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基本交通施策１－２ 公共交通利用環境の整備 
 

 施策実施方針５ 乗継利便性などの向上  
   

 

移動経路におけるバリアフリー化のほか，バス利用者のための乗継情報や案内表示，バス

待ち環境の整備により乗継利便性の向上を図ります。 

 

【関連する実施施策】 

・まちづくりと一体となった交通結節機能の強化【再掲】 

・ユニバーサルデザインの考え方を踏まえたバリアフリー化の促進 

・公共サイン整備ガイドラインに基づく案内表示の推進 

・ベンチや上屋などのバス待ち環境整備 

■１３■ ユニバーサルデザインの考え方を踏まえたバリアフリー化の促進 

(1) 各地域の拠点では，ユニバーサルデザインの考え方に基づき，舗装，視覚障害者誘導用

ブロック，案内設備，植栽等の適切な維持管理等の既存道路の安全性向上に向けたバリア

フリー化を促進することにより，歩行者の回遊性を高め，誰もが利用しやすい交通結節点

を目指します。 

(2) バリアフリー法に定める重点整備地区に新たに位置付けられた京王多摩川駅周辺地区に

ついて，新たな総合福祉センターの整備に合わせ，バリアフリー化の取組を促進します。 

(3) 旅客施設では，調布駅付近の連続立体交差事業と併せてバリアフリー化を図り，（旧）

調布市バリアフリー基本構想（平成２４（２０１２）年３月策定）における全ての公共交

通特定事業が完了していますが，引き続き，駅係員，乗務員のバリアフリー教育等の継続

事業の推進が必要です。 

(4) バス・タクシーでは，ノンステップバスやユニバーサルデザインタクシーの普及や乗務

員教育の強化が課題となっています。そのため，今後は上記の課題を改善していくととも

に，高齢者，障害者等に対する理解促進や施設利用の手助けといった人的対応・心のバリ

アフリーに関する取組を実施します。 

■１４■ 公共サイン整備ガイドラインに基づく案内表示の推進 

調布市公共サイン整備ガイドライン（平成２７（２０１５）年３月）に基づき，誰にでもわ

かりやすく，安全・安心に使え，統一感のある美しい公共サイン整備を推進します。 

 

■１５■ ベンチや上屋などのバス待ち環境整備 

駅前バスターミナル以外でも，主要なバス停において，運行情報システム，道路の幅員など

条件が整う箇所について，上屋やベンチの設置状況を確認し，交通事業者とともに設置に向け

た検討を進め，快適でより利用しやすいバス交通を目指します。 
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 施策実施方針６ 利用しやすい環境整備 
  

全ての利用者にわかりやすい情報提供により，誰もが利用しやすい公共交通利用の環境を

目指します。 

 

【関連する実施施策】 

・市民・来訪者など全ての利用者にわかりやすい情報提供 

■１６■ 市民・来訪者など全ての利用者にわかりやすい情報提供 

(1) 目的地へ向かうバス路線の情報や鉄道駅から利用するバス停までの経路などについて，わ

かりやすい情報提供を行うとともに，バスが利用しやすい交通手段であることを伝え，利用

促進を図ります。 

(2) 鉄道駅では，路線シンボル及び駅ナンバリングの表記やピクトグラムの活用，多言語表記

の充実などわかりやすい案内表示への改善に向けて事業者と協議を行います。 

 

 

事業スケジュール 

基本交通

施策 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

令和５（２０２３）

年度以降 

短期 中長期 

公共交通

利用環境

の整備 

乗継利便性など

の向上 

まちづくりと一体となった交通結節機能の強化 

【再掲】 
            

ユニバーサルデザインの考え方を踏まえたバリ

アフリー化の促進 
            

公共サイン整備ガイドラインに基づく案内表示

の推進 
            

ベンチや上屋などのバス待ち環境整備             

利用しやすい環

境整備 

市民・来訪者など全ての利用者にわかりやすい情

報提供 
            

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 
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計画の進行管理 
本計画における施策の実施に当たっては，定期的に施策の進捗状況，導入効果，目標達成度など

を確認します。 
また，調布市公共交通活性化協議会において，施策に応じて進捗状況や検討状況を確認するとと

もに，市のホームページ等を通じて公表することにより，透明性や公平性を確保しつつ進めていき

ます。 
 

計画の評価・検証 
本計画の評価・検証に当たり，関連計画の変更や社会情勢の変化等を適時・適切に捉えることも

重要です。計画の策定（Ｐｌａｎ），個別計画等による実行（Ｄｏ），収集した成果指標による評価

（Ｃｈｅｃｋ），評価を基に時代にふさわしいプランとなるよう改善（Ａｃｔｉｏｎ）を行うＰＤＣ

Ａサイクルにより，時代に適した方法で計画を推進していきます。 
 
 

 
図 ＰＤＣＡサイクルのイメージ 

 

  


